
三島の昔の風景「ここはどこでしょう？」
…答えは 16 ページをご覧ください

№190

CONTENTS

2020 11.1
９月定例会の
情報をお伝えします。

2月

9月
11月 6月今回の

定例会

みしま

市議会だより

決算審査… …………………………………………………………………………… ２
９月定例会　議案審議の概要… ……………………………………… ８
市政に対する一般質問………………………………………………………10
11 月定例会のお知らせほか……………………………………………16



令
和
元
年
度
決
算
を

「
予
算
か
ら
決
算

�

そ
し
て
次
の
予
算
へ
」

議
会
が

チ
ェ
ッ
ク

令
和
元
年
度
事
業
終
了

決
算
書
を
つ
く
る

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

９
月
定
例
会

議
案
や
、
令
和
元
年
度
決
算
に
関

す
る
提
案
説
明

　
　
↓

議
案
審
議　
Ｐ
８
～
９
へ

決
算
書
や
市
政
報
告
書
な
ど
を
作
成

監
査
委
員
２
人
が
決
算
書
や
付
属
資
料
を

も
と
に
審
査
し
、
意
見
書
を
作
成

決
算
審
査　
Ｐ
４
～
６
へ

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る

各
分
野
を
専
門
的
に
審
査
す
る

　
　
↓

採　
決

決
算
審
査

　
　
↓

常
任
委
員
会
へ
付
託

議
案
審
議　
Ｐ
８
～
９
へ

決
算
審
査

委
員
長
報
告　
　

委
員
会
で
の
審
査
経
過
や
結
果　

な
ど
に
つ
い
て
報
告

　
　
↓

討　
論
　
　

採
決
の
前
に
賛
成
か
反
対
か
の

意
見
を
表
明

　
　
↓

採　
決

　
　
↓

一
般
質
問　
Ｐ
10
～
15
へ

本 会 議本 会 議 本 会 議 委 員 会 令
和
元
年
度
決
算
と

�

９
月
定
例
会
の
流
れ

出納整理期間

3 月 31 日で会計年度
は終わりますが、光熱
費などは 4 月 1 日以
降に請求されるため、
前年度の支払等の整理
期間があります。

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

三
島
市

平成 29 年度 － － 6.2 14.9

平成 30 年度 － － 5.6 10.6

令和元年度 － － 5.2 19.4

早期健全化基準 12.38 17.38 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

収入 支出
375億1,718万円 370億3,345万円

一般会計決算

会計 収入 支出
国民健康保険 115億3,413万円 114億3,549万円

介護保険 79億1,351万円 77億6,409万円
後期高齢者医療 13億9,460万円 13億8,859万円

墓園事業 1,704万円 464万円
駐車場事業 6,044万円 5,585万円

合計 209億1,972万円 206億4,866万円

特別会計決算

区分 収入 支出
収益的収支 15億5,442万円 12億8,269万円
資本的収支 4億8,233万円 10億4,525万円

公営企業会計決算（水道事業会計）

区分 収入 支出
収益的収支 22億5,197万円 22億4,453万円
資本的収支 14億2,518万円 21億1,036万円

公営企業会計決算（下水道事業会計）

　令和元年度決算における４つの健全化判断比率などが報告され、三島市の財政
は国の基準を大きく下回り、引き続き財政の健全化は保たれていました。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、三島市は赤字が生じていないため「－」の表示となります。

将来負担比率とは財政規模に
対する借金残高の割合です。
借金残高の増加などにより、
悪化しました。

実質公債費比率とは収入に
対する借金返済の割合です。
借入利率の低下により、良
化しました。
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市�議�会Check! Check!

市長（市役所）

10 月〜翌年２年
予算案の作成

４月〜翌年３年
事業の実施

２月定例会

市議会に
「予算案」を

提出

９月定例会

市議会に
「決算案」を

提出
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決算審査

総 務 委 員 会 ９月 16・17 日

各常任委員会において、所管する各分野を
詳しく審査しました。主な内容を紹介します。福祉教育委員会 ９月 14・15 日

新庁舎基本構想策定業務委託につい
ての詳細は。また、コロナ禍の影響で新庁
舎の構想についても変わらないといけない
大きな波があると思うが、どう考えている
か。

Q

現在スマート市役所を推進している
が、新庁舎建設時にどの程度デジタル化が
進んでいるのか予測がつかない中で、基本
構想を今すぐ作成することは時期尚早であ
るため、市庁舎に対する市民の意見集約が
肝要だと考えた。委託は市民アンケートと
市民ワークショップを実施する内容となっ
ている。
　新庁舎の構想に対するコロナ禍の影響は
大きく、当初は分散している施設を一カ所
に集約する考えだったが、新型コロナウイ
ルス感染症等に職員が感染した場合、集約
された庁舎が閉庁になる事態も予測され
る。結果的に集約することになった場合も
感染症対策を考慮した庁舎が必要で、市民
ワークショップでもその点を検討していた
だく方向で考えている。

新庁舎建設基本構想

シ ニ ア ク ラ ブ へ の 加 入 率 が
6.7％から 6.1％に下がり、クラブ数も
減少している中で、何か打開策を検討
しているか。

シニアクラブの加入者数につい
て、現在クラブ数が 49 クラブ、2,346
人と年々減少傾向にある。
　シニアクラブへの加入促進のため、
現加入者の方と検討を行い、どのよ
うなイベントが求められているかなど
のアンケート調査を行った。そのアン
ケート結果をもとに、講演会やノル
ディックウオーキングなどさまざまな
イベントの開催を検討している。
　また、ＰＲをもっとすべきというこ
とで、広報みしまでの特集や、シニア
クラブがない地域の方もほかの地域の
シニアクラブ（一部のシニアクラブ）
に参加できることを周知するなど、対
策を講じている。

老人クラブ補助金

コミュニティバスの乗車人数が減少
している傾向にあり、運行している事業者
への負担を心配する。高齢者の方に助成券
を郵送するなど、利用率が上がるための対
策を取っているが、成果が上がらない現状
をどう捉えているか。

乗車人数は年々減少しているが、新
型コロナウイルス感染症の拡大による外出
自粛の影響が追い打ちをかけていると考え
ている。循環バスを自主運行バスへ切り替
えるという方法もあるが、そのためには事
業者との調整や経費的懸念もあるため、市
民ニーズに合致した形態を検討したい。
　関係各課で地域公共交通網形成計画を作
成しているが、その際に市民ニーズ、市民
意識調査を行っている。調査の中で、公共
交通の利用について確認しており、今後単
独継続困難な地域など、改めて路線の見直
しの必要があれば検討していきたい。

循環バス運行事業費補助金

高齢者バス等利用助成事業に関して、バ
ス・タクシー等の利用内訳はどうか。
　また、対象者のうち、約 55％の方が助成券を
利用しているのに対し、約 45％の方は利用して
いないが、その理由は何か。

利用の内訳は、バスが 56.5％、鉄道が
20.1％、タクシーが 23.4％である。
　バス等利用助成券について約半数の方が利用
していない理由については、対象者を地域別に
みると、利用割合が異なっており、バス路線が
充実していない地域や鉄道駅が近くにない地域
の方の利用が少ないことがあげられる。また、
対象者全員に郵送している中には、バス等の利
用 自 体 を 必 要
と し な い 方 が
一 定 数 含 ま れ
る こ と が 考 え
られる。

高齢者バス等利用助成事業

消防団の出動実績や報酬について、記録されている出動人数よりも実際はさらに多くの人数
が出動しているのではないかと考えるが、報酬が不十分ではないか。

風水害などにおいて、気象警報発表前までに巡回
した場合は上限８人までということで上限を設けているこ
ともあるが、団員の確保が重要なので出動してもらったも
のについては原則支払いをしていきたい。

消防団の出動実績など

不登校児童・生徒に対応するスクールソーシャルワーカーの現状と今後の人員体制はどう
か。

スクールソーシャルワーカーの相談件数は年々増加傾向にあり、そのニーズも高まってい
る。業務内容も不登校対策のみならず福祉等関係機関とも連携をとり、対応に当たっている。
　また、スクールソーシャルワーカーの人数について、令和元年度は４人体制であったが令和２年
度は１人増員して５人体制で行っており、今後も状況に合わせて人員配置を行っていく。

不登校対策事業

Q

Q

QQ

Q

A
A

A
A

AA
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決算審査

※　○：賛成　　×：反対　　　※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

〈賛否が分かれた議案〉
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澤
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一
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谷
稔

沈
　
久
美

石
井
真
人

川
原
章
寛
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田
美
喜
子

宮
下
知
朗

鈴
木
文
子

堀
江
和
雄

村
田
耕
一

土
屋
利
絵

藤
江
康
儀

服
部
正
平

河
野
月
江

佐
藤
寛
文

認
第
1
号

令和元年度三島市一般会計
歳入歳出決算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認
第
２
号

令和元年度三島市国民健康
保険特別会計歳入歳出決算
認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認
第
３
号

令和元年度三島市介護保険
特別会計歳入歳出決算認定
について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

認
第
４
号

令和元年度三島市後期高齢
者医療特別会計歳入歳出決
算認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

９月定例会　議決結果〈全会一致となった議案〉
議案番号 件　名 結果
認第５号 令和元年度三島市墓園事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第６号 令和元年度三島市駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定
認第７号 令和元年度三島市水道事業会計決算認定について 認定
認第８号 令和元年度三島市下水道事業会計決算認定について 認定
議第64号 令和元年度三島市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第65号 令和元年度三島市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決
議第66号 令和２年度三島市一般会計補正予算（第７号） 可決
議第67号 令和２年度三市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第68号 令和２年度三島市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
議第69号 令和２年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
議第70号 令和２年度三島市水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議第71号 令和２年度三島市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
議第72号 業務委託契約の締結について（三島市小・中学校校内ネットワーク構築業務） 可決
議第73号 工事請負契約の締結について（五十路大橋橋梁修繕・耐震補強工事） 可決
議第74号 物品購入契約の締結について（災害用簡易間仕切り（ワンタッチ式）） 可決
議第75号 物品購入契約の締結について（排水ポンプ車） 可決
議第76号 市道路線の廃止について 可決
議第77号 市道路線の認定について 可決
議第78号 三島市印鑑条例の一部を改正する条例 可決
議第79号 三島市手数料条例の一部を改正する条例 可決
議第80号 三島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
議第81号 三島市教育委員会委員の任命について 同意
諮第１号 人権擁護委員の推薦について 同意

発議第３号 三島市議会ＩＣＴ推進検討特別委員会の設置について 可決
発議第 4 号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 可決

７月臨時会　議決結果〈賛否が分かれた議案〉
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議
第
63
号

令和２年度三島市一般会計
補正予算案（第６号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

経済建設委員会 ９月 10・11 日

令和元年の台風 19 号のような災害
で危害をもたらす可能性があるような物件
に、どのような対応をしているか。また、
空き家を中古住宅として販売する取り組み
はしているか。

老朽空き家について市民から通報や
相談があった場合、職員が現場を確認し、
調査を行うことで所有者の確認ができれば
所有者に対して適正な管理をしていただく
よう通知を送付している。その通知の中で、
所有者の方が困っていることがあれば、市
が協定を結んでいる専門家団体に相談がで
きるとのパンフレットも同封し、所有者が
どういうことに困っているのかを伺いなが
ら問題解決に取り組んでいる。
　中古住宅の流通の取り組みについては、
みしま暮らし住宅支援事業として、住宅を
無料診断した上でその物件情報を市役所の
ホームページで紹介している。

老朽空き家への対応

農業次世代人材投資事業により新し
く就農しようとする方はどういう方か、ま
たその成果はどうか。

補助金を受けた新規の就農者には、
もともと三島に住んでいた方のほか、東京
で働いていた方で、こちらに来て就農され
たケースもある。令和元年度までに４人の
方が自立されて農業に取り組まれているが、
中には県のアオイパークと組んで最先端の
スマート農業に取り組まれている方もいる。

農業次世代人材投資事業の成果

水道の老朽管率が全国平均より悪い中で高い目標を立てて取り組まれているが、どの
ような考えで取り組んでいるか。

将来的に大きな地震等に水道が耐えられるようにするためにも、まずは配水池や配水
施設の耐震化、次いで 伊豆島田浄水場から各配水池を結ぶ基幹管路の耐震化が最優先と考え
ている。そのほか、通常の細い管の老朽管もあるため、その中でも赤水や漏水がみられる管
などを中心に布設替えを行っており、バランスよく現状でかけられる最大限の金額をかけて
整備を進めている。

水道の老朽管布設替えの考え方

QQ

Q

A
A

A
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議案審議の概要

令和２年
９月定例会
９月８日～10月１日

会期：24日間

○
下
土
狩
文
教
線
建
設
事
業

�

４
億
２
３
０
万
円

三
島
駅
北
口
の
都
市
形
成
を
下
支
え

す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
、
下
土
狩
文
教
線

の
整
備
の
た
め
の
経
費
を
追
加
し
ま

す
。

主
な
質
疑

質
疑
こ
れ
ま
で
に
要
し
た
下
土
狩
文

教
線
の
整
備
費
と
、
令
和
２
年
度
末
ま

で
の
整
備
率
は

答
弁
総
事
業
費
は
約
35
億
１
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
街
路
事
業
に
係
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
、
県
費
補

助
等
を
活
用
し
て
い
る
。
令
和
２
年
度

末
の
進
捗
率
は
70
％
と
な
る
。

質
疑
下
土
狩
文
教
線
の
整
備
が
こ
こ

で
進
ん
だ
背
景
は

答
弁
当
該
路
線
は
新
幹
線
駅
で
あ
る

三
島
駅
の
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
、
平
成
16
年
度
の
事
業
認
可

以
降
、
三
島
駅
北
口
の
都
市
形
成
を
下

支
え
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
駅
前

広
場
と
一
体
的
な
整
備
を
進
め
て
お

り
、
北
口
周
辺
で
は
、
教
育
、
宿
泊
施

設
の
立
地
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
整
備
が
進
展
し
た
背
景
は
、

今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、

三
島
駅
と
競
技
会
場
と
な
る
伊
豆
ベ
ロ

ド
ロ
ー
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る

た
め
、
三
島
簡
易
裁
判
所
前
の
交
差
点

改
良
に
つ
い
て
は
、
大
会
開
催
に
間
に

合
う
よ
う
、
数
年
前
か
ら
計
画
的
に
用

地
買
収
お
よ
び
道
路
工
事
を
進
め
、
令

和
２
年
５
月
に
暫
定
整
備
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
歩
道
の
幅
員
が
十
分
に
確
保

さ
れ
、
通
勤
通
学
な
ど
の
歩
行
者
、
自

転
車
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
三
島
簡
易
裁
判
所
前

の
ク
ラ
ン
ク
交
差
点
の
改
良
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
も
見
込
ま
れ
る
。

○
感
染
症
予
防
事
業

�

１
２
０
３
万
円

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
接
種
が
10
月

１
日
か
ら
定
期
接
種
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
か
か
る
経
費
を
追
加
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
予
防
接
種
対
象
の
条
件
お
よ
び

人
数
は

答
弁
対
象
者
は
令
和
２
年
８
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児
で
、
令
和
元
年

度
の
出
生
数
を
も
と
に
約
３
６
０
人
を

予
定
し
て
い
る
。
基
準
日
以
前
に
出
生

さ
れ
た
方
は
、
対
象
外
と
な
る
た
め
、

２
回
目
３
回
目
が
基
準
日
以
降
で
あ
っ

て
も
、
定
期
接
種
の
対
象
に
は
当
た
ら

な
い
。
対
象
者
に
は
個
別
に
説
明
書
お

よ
び
予
診
票
を
郵
送
す
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
母
子
手
帳
へ
の
配
信

な
ど
を
行
い
、
周
知
を
図
る
。

質
疑
腸
重
積
症
の
リ
ス
ク
お
よ
び

フ
ォ
ロ
ー
体
制
は

答
弁
腸
重
積
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
初
回
接
種
を
14
週
と
６
日

ま
で
に
行
う
よ
う
に
呼
び
掛
け
て
い

く
。
腸
重
積
症
を
含
む
、
予
防
接
種
の

副
反
応
に
つ
い
て
、
対
象
の
保
護
者
に

対
し
、
個
別
で
郵
送
す
る
説
明
書
お
よ

び
予
診
票
に
記
載
し
、周
知
し
て
い
る
。

　

副
反
応
の
疑
い
が
発
生
し
た
場
合
、

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
か

ら
独
立
行
政
法
人
医
療
品
医
療
機
器
総

合
機
構
に
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
た
め
医
療
機
関
が
患
者
に
対

し
て
そ
の
後
の
調
査
を
実
施
す
る
体
制

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
に
も
医
療

機
関
か
ら
報
告
が
あ
り
、
市
と
し
て
も

保
護
者
に
対
し
て
連
絡
等
フ
ォ
ロ
ー
を

行
っ
て
い
く
。

○
三
島
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
管
理

者
要
件
の
適
用
に
つ
い
て
、
経
過
措
置

期
間
の
延
長
を
行
う
と
と
も
に
、
人
材

確
保
に
関
す
る
状
況
等
を
考
慮
し
、
主

任
介
護
支
援
専
門
員
の
確
保
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
等
の
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
場
合
に
は
、
主
任
で
な
い
介
護

支
援
専
門
員
を
管
理
者
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
お
よ
び
市
内
経
済
の
活
性
化
対
策
に
要

す
る
予
算
の
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
不
安
を
抱

え
る
妊
産
婦
が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が

で
き
る
よ
う
、
対
象
と
な
る
妊
婦
に
定
額

給
付
金
を
支
給
す
る
経
費
や
、
楽
寿
園
等

の
施
設
に
Ａ
Ｉ
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
経
費
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
委
託
金
を
受
け
て
感
染

拡
大
に
備
え
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化
と
議

会
・
議
員
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
議
会
運
営
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
推
進
策
を
調
査
・
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
検

討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
よ
り
議
案
資

料
の
共
有
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
を

促
進
す
る
上
で
の
課
題
等
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

〈
委
員
長
〉　 

佐
野 

淳
祥

〈
副
委
員
長
〉 

宮
下 

知
朗

〈
委
員
〉　　

 

野
村 

諒
子　

古
長
谷 

稔

　
　
　
　
　

 

村
田 

耕
一　

藤
江 

康
儀

　
　
　
　
　

 

河
野 

月
江

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に

対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意

見
書
を
可
決
し
、
国
会
お
よ
び
関
係
機

関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

〈議第 66 号〉
【令和 2 年度三島市一般会計補正
予算（第 7 号）】（賛成多数）
■補正予算額
　８億 8,078 万 3,000 円

Pick up 1

〈発議第４号〉
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

Pick up 4

■今回の議案は…

市長提出議案27件
議会提出議案２件

〈その他、歳出の主な内容〉
●税収入還付金 4,000 万円
● 清掃センター施設補修事業
 5,500 万円
●錦田大場線道路改良事業
 4,610 万円
●三島駅北口線建設事業
 2 億 2,650 万円
●一般市道整備事業 1,726 万円

令和２年
７月臨時会

７月29日

〈議第 63 号〉
令和２年度三島市一般
会計補正予算（第 6 号）

（賛成多数）
■補正予算額
　５億 4,698 万 6,000 円

　

  

人
事
議
案

【
三
島
市
教
育
委
員
会
委
員
】

 

佐さ

藤と
う　

三さ

武ぶ

朗ろ
う

氏

【
人
権
擁
護
委
員
】　

石い
し

原は
ら　

晴は
る

美み

氏

すべての議案と結果などの詳
細は、三島市議会ホームペー
ジをご覧ください。

〈議第 80 号〉
三島市指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

（全会一致）

Pick up 3

〈発議第３号〉
三島市議会ＩＣＴ推進検討特別委
員会の設置

Pick up 2
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安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に

一般会計予算
を増額補正

Pick up 1

管
理
者
の
基
準
を

�

見
直
し
ま
す

Pick up 3
条例の改正

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

�

推
進
し
ま
す

Pick up 2
特別委員会の設置

意
見
書
の
提
出

Pick up 4
発議第４号

〈その他、歳出の主な内容〉
● ひとり親世帯臨時特別給付金給付

事業 8,290 万円    
●妊婦特別支援給付金給付事業
 2,367 万円
●感染症予防事業 682 万 9,000 円
●観光振興事業 5,090 万円
● GIGA スクール推進事業（小学校）
 5,034 万 7,000 円
● GIGA スクール推進事業（中学校）
 2,592 万 7,000 円



ここが
 聞きたい！

利
用
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
に
向
け
要
件
拡
充
を

他
の
質
問
事
項

�

村
田
　
耕
一

 

（
公
明
）

東
街
区
再
開
発
高
層
タ
ワ
ー
予
定
地
の
地
下
水
状
況

Q
タ
ワ
ー
棟
建
設
予
定
地
の
溶
岩
層
の
厚
さ
、
地
下
水

位
、
溶
岩
層
の
発
泡
部
分
の
地
盤
強
度
、
地
下
水
位
の
上

昇
な
ど
か
ら
、
地
下
水
へ
の
影
響
を
伺
う
。

A
タ
ワ
ー
棟
直
下
に
は
約
12
ｍ
の
溶
岩
層
が
あ
り
、
一

部
発
泡
し
た
部
分
が
あ
る
が
、

建
築
基
礎
の
支
持
地
盤
と
す

る
こ
と
は
可
能
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
敷
地
内
の
地

下
水
位
は
、
昨
年
よ
り
も
約

２
ｍ
高
く
、
地
表
か
ら
約
11

ｍ
と
な
っ
て
い
る
が
、
建
物

の
基
礎
は
地
下
水
面
に
は
達

し
な
い
計
画
で
あ
る
。

災
害
発
災
時
の
透
析
施
設
受
け
入
れ
情
報
提
供

Q
発
災
時
、
か
か
り
つ
け
病
院
に
行
け
な
く
な
っ
た
場

合
、
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
受

け
入
れ
可
能
な
透
析
施
設
の
情
報
提
供
は
可
能
か
。

A
発
災
時
に
は
、
各
医
療
機
関
が
受
入
れ
状
況
を
登
録

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
あ
り
、
市
は
そ
の
情

報
を
確
認
し
、
透
析
患
者
の
受
入
れ
状
況
に
つ
い
て
は
、

ボ
イ
ス
キ
ュ
ー
や
同
報
無
線
を
通
じ
て
発
信
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
自
ら
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
使

用
し
て
確
認
も
で
き
る
。

中
村
　
　
仁

 

（
緑
水
会
）

大
場
・
函
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
用
地
の
都
市
的
土
地
利
用

Q
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
生
活
が
激
変
し
た
今
、
計
画
の
検

討
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
大
場
地
区
に
お
け
る
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
地
域
指
定
の
可
能
性
は
。

A
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
は
非
常
に
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
権
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
了

解
を
得
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
地
元
の

協
議
会
で
実
現
の
可
能
性
の
あ
る
土
地
利
用
の
方
策
を
よ

く
検
討
し
合
意
形
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
市
は
そ
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

三
島
市
自
転
車
通
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
計
画

Q
令
和
元
年
度
、
市
内
で
は
77
件
の
自
転
車
事
故
が
発

生
し
た
。
通
勤
通
学
の
自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
対
策
と

し
て
令
和
２
年
６
月
に
策
定
し
た
こ
の
計
画
の
概
要
は
。

A
周
辺
市
町
と
の
接
続
な
ど
を
考
慮
し
、
県
道
や
市
道

の
幹
線
道
路
、
合
計
28　

を
対
象
路
線
と
し
て
い
る
。
路

線
ご
と
の
規
制
速
度
等
に
応

じ
て
、
自
転
車
道
や
自
転
車

通
行
帯
、
矢
羽
根
型
路
面
標

示
に
分
け
て
整
備
す
る
こ
と

で
、
自
転
車
の
利
便
性
の
向

上
な
ら
び
に
通
勤
通
学
時
の

安
全
性
を
確
保
す
る
。

km

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
型
事
業
見
直
し
と
東
街
区

再
開
発
事
業

Q
市
は
事
業
の
必
要
性
を
精
査
す
る
と
示
し
た
。
三
島

駅
南
口
東
街
区
再
開
発
を
抱
え
る
中
、
事
業
の
精
査
・
検

討
に
関
す
る
市
民
意
見
の
把
握
方
法
を
伺
う
。

A
大
型
事
業
は
歳
入
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
、
重
要
度
・
緊
急
度
か
ら

優
先
順
位
を
つ
け
実
施
し
て
い

く
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
市
民
、
各

種
団
体
・
企
業
、
議
員
か
ら
多
く

の
ご
意
見
を
積
極
的
に
聞
い
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
十
分
に

市
民
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
各

事
業
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

感
染
流
行
期
の
冬
場
に
備
え
た
医
療
・
検
査
体
制

Q
他
市
町
で
も
始
め
て
い
る
が
、
希
望
す
る
医
療・介
護・

保
育
等
の
従
事
者
が
、
無
症
状
で
あ
っ
て
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

A
無
症
状
の
人
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
そ
の
時
点
の
結

果
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
ず
、
定
期
的
に
検
査
を
続
け
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
費
用
を
捻
出
す
る
の
は
難
し
い
。

現
時
点
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
で
検
査
に
つ
な
げ

る
の
が
有
効
で
あ
る
が
、
今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
医

師
会
と
協
議
し
て
い
く
。

沈
　
　
久
美

 

（
新
政
会
）

両
親
が
離
婚
し
た
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
目
指
し

Q
夫
婦
離
婚
後
の
単
独
親
権
制
度
が
も
た
ら
す
「
面
会

交
流
で
き
な
い
別
居
親
子
の
現
状
」
を
踏
ま
え
、
三
島
市

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
面
会
交
流
な
ど
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
利
益
を
最

優
先
に
考
慮
す
る
中
で
双
方
の
協
議
に
よ
り
取
り
決
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ
る
制
度

の
周
知
を
は
じ
め
、
法
律
相
談

窓
口
や
専
門
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
案
内
す
る
な
ど
、
解

決
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
応
え
る
公
共
交
通
と
は

Q
バ
ス
の
採
算
悪
化
が
深
刻
な
中
、
通
院
・
買
い
物
の

た
め
高
齢
者
も
便
利
に
使
え
る
事
前
予
約
型
デ
マ
ン
ド
交

通
が
注
目
さ
れ
る
。
導
入
へ
の
見
解
を
伺
う
。

A
交
通
空
白
地
域
等
に
お
い
て
導
入
す
る
場
合
に
は
、

地
域
の
実
態
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
運

行
方
法
や
路
線
、
車
種
の
選
定
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
地
域
の

実
状
に
合
わ
せ
た
一
つ
の
選
択
肢
と
考
え
る
。

街
づ
く
り
も
見
据
え
た
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
は

他
の
質
問
事
項

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
・
ビ
ル
に
よ
る
経
済
対
策

他
の
質
問
事
項

野
村
　
諒
子

 

（
緑
水
会
）

夏
季
の
避
難
所
の
熱
中
症
対
策

Q
夏
季
の
避
難
所
で
は
、
熱
中
症
へ
の
配
慮
が
特
に
重

要
と
考
え
る
。
高
温
多
湿
に
な
り
や
す
い
避
難
所
を
、
安

全
な
場
所
に
す
る
た
め
の
対
策
を
伺
う
。

A
熱
中
症
対
策
と
と
も
に
避
難
所
の
密
を
避
け
る
た
め

に
、
教
育
委
員
会
の
協
力
を

得
て
、
一
部
の
避
難
所
を
除

い
て
エ
ア
コ
ン
を
備
え
付
け

て
い
る
校
舎
へ
の
避
難
が
可

能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
安
全

な
親
戚
宅
な
ど
へ
の
避
難
を

啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱

中
症
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。

電
子
申
請
専
用
の
相
談
窓
口
の
設
置

Q
今
後
は
、
市
役
所
へ
の
申
請
は
電
子
申
請
が
主
流
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
環
境
が
な
い
家
庭
に
対
し

て
、
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の

有
無
な
ど
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
市
役
所
窓
口
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
り
、
本
人
確
認
や
申
請
手
続
き
の
簡
略
化
、
分

か
り
や
す
い
申
請
案
内
な
ど
が
で
き
る
案
内
窓
口
の
開
設

と
併
せ
て
、
そ
の
窓
口
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の

普
及
促
進
を
検
討
し
て
い
く
。

杉
澤
　
正
人

 
（
新
政
会
）

地
下
水
に
お
け
る
不
測
の
事
故
に
対
す
る
補
償
は

Q
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
防
げ
な
い
不
測
の
事
故
が
生
じ

た
場
合
に
対
す
る
補
償
内
容
は
、
工
事
契
約
締
結
前
に
市

民
に
情
報
公
開
さ
れ
る
の
か
。

A
事
業
主
体
で
あ
る
再
開
発
組
合
が
今
後
締
結
す
る
契

約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
明
確
な
回
答
は
で
き

な
い
が
、
地
下
水
・
湧

水
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
二
重
、

三
重
の
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
事
業
関
係

者
と
慎
重
に
協
議
を
行

い
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

都
市
計
画
決
定
に
関
す
る
公
聴
会
の
結
果

Q
公
聴
会
発
言
者
の
意
見
・
要
望
・
改
善
点
、
ま
た
留

意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
点
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

A
再
開
発
に
見
直
し
を
要
す
る
意
見
の
要
旨
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
優
先
や
湧
水
へ
の
影
響
な
ど
が
あ
り
、
再

開
発
を
了
解
す
る
意
見
の
要
旨
と
し
て
は
、
早
期
実
現
を

望
む
、
活
性
化
で
税
収
の
増
加
・
雇
用
・
社
会
福
祉
の
充

実
に
つ
な
が
る
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
の
役
割
を
期
待

す
る
な
ど
が
あ
っ
た
。
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コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
費
用
便
益
分
析
を
行
わ
な
い
理
由

他
の
質
問
事
項

宮
下
　
知
朗

 

（
新
未
来
21
）

密
を
避
け
る
、
混
雑
・
順
番
待
ち
状
況
の
見
え
る
化

Q
人
数
制
限
の
難
し
い
市
民
課
窓
口
を
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
混
雑
・
順
番
待
ち
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

A
混
雑
を
避
け
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を
検

討
し
て
い
る
が
、
今
で
き
る
対
応
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
曜
日
別
、
時
間
帯
別
の
予

想
混
雑
状
況
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
来
庁
者
の

滞
在
時
間
短
縮
の
た
め
、
庁

舎
外
に
い
て
も
手
続
き
の
終

了
を
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
検
討
す
る
。

三
島
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
届
け
る
積
極
的
な
広
報

Q
地
方
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
好
機
と
捉
え
、
写

真
等
を
広
く
公
募
・
活
用
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

協
働
し
三
島
の
魅
力
を
発
信
で
き
な
い
か
。

A
令
和
３
年
版
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
の
掲
載
写
真
を
募

集
し
た
結
果
、
３
１
７
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ

も
が
ふ
る
さ
と
三
島
を
印
象
付
け
る
写
真
で
あ
っ
た
。
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
活
用
な
ど
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が

参
画
し
、
協
働
で
三
島
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
く
。

古
長
谷
　
稔

 

（
新
政
会
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
三
島
市
が
目
指
す
教
育

Q
全
児
童
生
徒
に
１
人
１
台
、
通
信
機
能
付
き
の
モ
バ

イ
ル
端
末
を
導
入
し
、
学
校
や
自
宅
で
活
用
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
教
育
効
果
を
上
げ
る
考
え
か
。

A
授
業
や
家
庭
学
習
、
特
別
支
援
教
育
や
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
へ
の
支
援
等
に
お
い
て
、
近
い
将
来
、
鉛
筆

や
消
し
ゴ
ム
、
ノ
ー
ト
な
ど
と
同
じ
文
房
具
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
個
別
最

適
化
さ
れ
た
学
び

を
充
実
さ
せ
、
学
習

指
導
要
領
に
基
づ

く
確
か
な
学
力
の

育
成
を
目
指
す
。

今
後
の
ご
み
処
理
施
設
広
域
化
に
向
け
た
取
り
組
み

Q
複
数
市
町
に
あ
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
や
衛
生
プ
ラ
ン
ト

の
廃
棄
物
の
焼
却
を
、
新
設
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

で
行
う
た
め
に
、
持
ち
込
む
こ
と
は
可
能
か
。

A
将
来
、
新
た
に
施
設
を
整
備
す
る
際
に
、
焼
却
処
理

方
式
の
検
討
と
併
せ
て
、
同
施
設
で
の
浄
化
槽
お
よ
び
下

水
道
汚
泥
な
ど
の
焼
却
処
理
に
つ
い
て
、
県
の
承
認
を
得

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
他
市
町
が
三
島
市
に
対
し
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
る
「
事
務
の
委
託
」
を
行
う
こ
と
で
、

持
ち
込
み
が
可
能
と
な
る
。

健
康
増
進
を
意
識
し
た
外
出
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

他
の
質
問
事
項

石
井
　
真
人

 

（
新
政
会
）

東
街
区
再
開
発
に
よ
る
三
島
の
湧
水
へ
の
影
響

Q
小
浜
池
の
満
水
に
よ
り
三
島
は
水
の
都
と
し
て
魅
力

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
が
、
再
開
発
の
工
事
に
よ
り
小
浜

池
の
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
あ
る
か
。

A
地
下
水
対
策
や
継
続
的
な
地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

よ
り
、
万
全
の
体
制
で
事
業
を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、

く
い
を
打
た
な
い
直
接
基
礎

の
採
用
や
、
万
が
一
の
地
下

水
上
昇
に
備
え
通
水
口
を
設

置
す
る
な
ど
、
小
浜
池
な
ど

の
湧
水
に
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
な
工
法
や
施
設
計
画
を

検
討
し
て
い
く
。

解
体
工
事
に
よ
っ
て
流
れ
出
た
汚
濁
水
の
余
波

Q
８
月
８
日
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
解
体
工
事
に
よ
り
流
れ
出
た

汚
濁
水
は
、
排
水
基
準
と
比
較
し
た
場
合
に
、
ｐ
Ｈ
な
ど

環
境
へ
の
悪
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A
解
体
工
事
は
水
質
汚
濁
防
止
法
の
適
用
外
で
あ
る
が
、

参
考
と
し
て
排
水
基
準
と
比
較
す
る
と
ｐ
Ｈ
が
基
準
を
超

過
し
て
い
た
た
め
、
流
出
付
近
で
水
質
調
査
を
実
施
し
た
。

結
果
は
、
環
境
基
本
法
の
河
川
水
の
基
準
値
内
で
あ
り
、

目
視
調
査
で
も
異
常
は
な
か
っ
た
た
め
、
環
境
へ
の
影
響

は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

服
部
　
正
平

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

Q
交
付
金
は
、
市
民
へ
公
平
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
。
全
国
的
に
広
が
る
水
道
料
金
一
定
期
間
の
無
償
や

減
免
を
、
当
市
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
限
り
あ
る
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
と
っ

て
最
善
策
を
検
討
す
る
中

で
、
家
計
へ
の
支
援
と
し
て

10
万
円
の
給
付
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
減
免
は
見
送
り
、

感
染
症
予
防
対
策
や
経
済
対

策
等
を
優
先
し
実
施
し
た
。

な
お
、
支
払
い
が
困
難
な
場

合
、
独
自
の
対
策
と
し
て
支

払
い
猶
予
を
行
っ
て
い
る
。

三
島
市
新
規
最
終
処
分
場
の
対
応

Q
住
民
が
受
け
入
れ
が
た
い
施
設
が
賀
茂
之
洞
地
区
に

集
中
し
、
隣
接
す
る
住
民
の
負
担
は
増
す
こ
と
と
な
る
。

負
担
の
公
平
性
の
点
で
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

A
次
々
回
に
建
設
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
の
候
補
地
を

選
定
す
る
際
、
近
隣
市
町
と
の
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
や
、

候
補
地
の
公
募
方
式
の
選
択
を
視
野
に
入
れ
る
な
ど
、
多

角
的
な
観
点
を
持
っ
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。
候
補
地
の

公
募
方
式
に
つ
い
て
も
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
尊
重
し
、

説
明
に
努
め
て
い
く
。

岡
田�

美
喜
子

 

（
新
未
来
21
）

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り

Q
特
別
支
援
学
級
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
学
校

に
よ
っ
て
は
教
室
が
不
足
し
て
い
る
状
況
が
見
受
け
ら
れ

る
。
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

A
特
別
支
援
学
級
を
設
置
し
て
い
る
学
校
の
ほ
と
ん
ど

が
10
年
前
と
比
較
し
て
学

級
数
が
増
加
し
て
お
り
、

余
裕
教
室
の
な
い
学
校
が

あ
る
こ
と
を
課
題
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
他

校
に
新
設
す
る
必
要
性
も

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
通

学
区
域
や
今
後
の
児
童
生

徒
数
の
増
減
を
考
慮
し
つ

つ
検
討
し
て
い
く
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
ご
み
削
減
の
取
り
組
み

Q
ご
み
分
別
の
周
知
徹
底
に
よ
り
、
違
反
ご
み
の
開
封

等
に
よ
る
収
集
作
業
員
や
環
境
美
化
推
進
委
員
の
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
ら
れ
る
が
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
３
月
に
全

戸
配
布
し
た
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
や
ご
み
減
量

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。
感
染
防
止
対
策
と

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
マ
ス
ク
等
の
捨
て
方
を
掲
載
し
た

ほ
か
、
収
集
運
搬
許
可
業
者
等
に
は
対
策
す
る
よ
う
指
導

し
て
お
り
、
今
後
も
周
知
を
図
る
。

甲
斐
　
幸
博

　
　
　
（
緑
水
会
）

市
民
意
識
調
査
の
結
果
を
受
け
て

Q
市
が
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
次
期
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
、
街
づ
く
り
を

進
め
る
の
か
伺
う
。

A
住
み
や
す
さ
、
愛
着
率
、
幸
福
感
の
設
問
は
計
画
全

体
の
包
括
的
評
価
に
、
分
野
別
の
満
足
率
・
不
満
率
は
各

施
策
の
総
括
的
な
評
価
に
、
各
施
策
の
進
捗
を
評
価
す
る

個
別
の
指
標
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。
共
創
の
街
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
市
民
意
識
を
測
る
指
標
と
し
て

も
活
用
し
て
い
く
。

高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
を
受
け
て

Q
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
、
ど
の
よ
う
に
高
齢
者
保

健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
や
次
期
総
合
計
画
に
反
映

さ
せ
、
街
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

A
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
や
２
０
２
５
年
・
２
０
４
０

年
を
見
据
え
、
調
査
で
必
要
性
が
見
い
だ
さ
れ
た
健
康
づ

く
り
と
介
護
予
防
の
一
体
的

な
推
進
や
認
知
症
施
策
の
推

進
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
連

携
強
化
等
を
重
点
施
策
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
が
健
康
で
福
祉
が
充

実
し
た
街
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

1213 みしま市議会だより　2020.11.1 みしま市議会だより　2020.11.1



ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
公
募
に
向
け
て

他
の
質
問
事
項

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

佐
野
　
淳
祥

 

（
緑
水
会
）

保
育
計
画
の
将
来
を
見
据
え
た
今
後
に
つ
い
て

Q
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
で
は
、
４
年
後
に
保

育
所
が
定
員
割
れ
と
な
る
。
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め

に
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

A
待
機
児
童
等
を
解
消
す
る
た
め
、
新
た
な
施
設
や
現

施
設
の
増
床
な
ど
を
含
め
、
保
育
定
員
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。
た
だ
し
、
定
員
割
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
推
移
を
注

視
し
な
が
ら
、
保
育
所
等
と
の
連
携
も
深
め
る
中
で
対
応

を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
閉
鎖
時
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応

Q
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
一
斉
休
校
の
影
響
で
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も
を
預
か
れ
な
い
期
間
が
多
く
、
保

護
者
は
困
惑
し
た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

A
学
校
完
全
閉
庁
日
に
お
い

て
も
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し

て
働
く
上
で
の
児
童
の
預
け
先

を
提
供
す
る
た
め
、
一
部
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
受
け
入

れ
や
、
民
間
事
業
者
へ
の
協
力

等
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て

い
く
。

大
石
一
太
郎

 

（
新
政
会
）

大
通
り
の
活
性
化
、
商
業
戦
略
と
土
地
利
用
方
策

Q
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
と
市
役
所
中
央
町
別
館
の
敷
地
を
利

用
し
て
、
御
殿
川
の
水
辺
環
境
を
整
備
し
、
一
体
化
し
た

庁
舎
建
設
予
定
地
と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

A
現
時
点
に
お
け
る
庁
舎
建
設
の
候
補
地
は
、
市
が
所

有
す
る
土
地
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
が
、
当
該
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
の
選
定
時
期
や
庁
舎
の
規
模
、

市
の
財
政
負
担
が
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
場
所
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
合
え
ば
、
候
補
地
の
一
つ
と
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

三
島
駅
北
口
周
辺
地
区
の
土
地
利
用

Q
下
土
狩
文
教
線
北
側
は
、
地
区
計
画
で
建
物
の
高
さ

規
制
が
あ
る
。
民
間
の
投
資
誘
導
に
よ
る
税
収
増
や
雇
用

促
進
の
た
め
、
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
。

A
下
土
狩
文
教
線
北
側
の
地
区
計
画
の
高
さ
制
限
の
見

直
し
は
、
今
後
の
都
市
計
画
道
路

の
全
線
完
成
で
、
土
地
利
用
の
増

進
に
対
す
る
交
通
処
理
が
可
能

と
見
込
ま
れ
る
段
階
を
一
つ
の

目
安
と
し
て
、
再
度
、
土
地
利
用

の
方
向
性
な
ど
の
確
認
や
関
係

機
関
の
意
向
把
握
を
行
っ
た
上

で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
を
守
る
青
矢
羽
根
の
路
面
標
示
は

他
の
質
問
事
項

コ
ロ
ナ
禍
の
老
人
福
祉
施
設
等
の
支
援
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

土
屋
　
利
絵

 

（
改
革
み
し
ま
）

持
続
可
能
な
三
島
市
に
向
け
て
、
今
で
き
る
こ
と

Q
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
が
世
界
で
進
ん
で
い
る
が
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
分
た
ち
で
創
り
出
し
て
い
く
可

能
性
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

A
令
和
３
年
度
改
定
の
第
３
次
三
島
市
環
境
基
本
計
画

と
併
せ
、庁
内
推
進
会
議
を
開
催
し
、情
報
収
集
や
勉
強
会
・

研
究
等
を
行
い
、費
用
対
効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
可
能
性
調
査
の
実
施
も
視
野
に

入
れ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
。

一
人
一
人
に
寄
り
添
う
被
災
者
支
援
に
向
け
て

Q
災
害
直
後
に
全
市
民
へ
の
個
別
訪
問
を
行
い
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
は
、
市

だ
け
で
な
く
、
支
援
に
携
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
た

め
、
災
害
時
に
支
援
手
続
き

の
説
明
や
申
請
・
受
理
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
こ
と
が

で
き
る
被
災
者
支
援
統
合
シ

ス
テ
ム
の
運
用
と
併
せ
、
十

分
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

鈴
木
　
文
子

　
　
　

  （
公
明
）

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
対
策
と
避
難
所
運
営

Q
避
難
所
開
設
運
営
に
お
い
て
、
感
染
予
防
対
策
に
万

全
を
期
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
発
熱
や
咳
な
ど
の
症

状
が
出
た
避
難
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
国
が
示
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、
可
能
な

限
り
一
般
避
難
者
と
発
熱

者
等
の
動
線
や
ト
イ
レ
の

使
用
が
重
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
す
る
。
ま
た
、
発
熱

者
等
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
飛
沫
感
染
の
可

能
性
を
低
減
す
る
た
め
ワ

ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
私
立・市
立
、幼
稚
園・保
育
園
支
援

Q
職
員
は
、
園
児
や
自
身
の
感
染
リ
ス
ク
回
避
に
努
め
、

使
命
感
を
持
っ
て
職
責
を
果
た
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
明

確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
今
後
、
園
児
や
職
員
が
感
染
し
た
場
合
や
、
濃
厚
接

触
者
に
特
定
さ
れ
た
場
合
に
混
乱
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
園
や

保
護
者
と
情
報
共
有
す
べ
く
、
国
の
各
種
通
知
等
を
整
理

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
て
い
く
。
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意見交換会を開催しました
　例年、市民の皆さまとの意見交換の場としてワークショップ形式での「議会報告会」を開催していまし
たが、今年は新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、一般の市民の方にお集まりいただく議会
報告会は中止することになったため、意見交換会としてさまざまな団体の皆さまの声を伺いました。
　いただいたご意見、要望の中から、特に重要と思われる下記の７件について市長へ要望しました。

意見交換会の概要や要望事項の詳細は市議会
ホームページに掲載していますので、ぜひご
覧ください。

●�三島駅北口広場バス・タクシー乗り合い所使用料の減免
●防災訓練や居場所づくりなどの自治会活動ごとの指針やルールの明確化

●�新型コロナウイルス感染症に関する県、市、医師会の情報共有の推進
●�幼稚園、保育園および認定こども園の現場職員へのＰＣＲ検査や処遇改善、園内での感染
者発生時の対応方針を明確にするガイドラインの策定
●�高齢者施設および障がい者施設に対する防護用品、衛生用品等の現物支援、医療・検査体
制に対する情報提供、施設内での感染者発生時の対応等を定めたガイドラインの策定

●�商店会街路灯電気料補助金の拡充
●�全業種を対象とするなど条件を緩和した市内
中小企業者に対する新たな支援制度の創設

新型コロナウイルス感染症による影響と今後の対応

担当▶総務委員
会

担当▶福祉教育
委員会

担当▶経済建設
委員会

テーマ
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　「議会映像」をクリックすると、市議
会の本会議を見ることができます。
　「ライブ中継」は本会議の開催日
にリアルタイムで、「録画映像」は
24 時間いつでも見ることができま
す。（「録画映像」の公開は本会議の
約１週間後からです。）

市議会ホームページをご覧ください
�スマホでも、タブレットでも�

議会だより編集委員会
委員長：村田 耕一　　副委員長：甲斐 幸博　　委　員：沈 久美、宮下 知朗、藤江 康儀、河野 月江、佐藤 寛文

表紙の写真はどこでしょう？
　表紙の写真の場所は、どこかわかりますか？ 
　昭和33年、はるばるケニアから三島市へキリンがやってきました。
三島の街なかを楽寿園までトラックで運ばれた当時の写真です。

「水のみしまのキリン」という思いから、名前は「いずみ」と名
付けられ、人気を集めました。
　また、今号の表紙の三島柄は、古典柄の「縄文」と新柄の「三四
呂」を組み合わせています。伝統的なものと、現代的にアレンジ
したもの、さまざまな柄がありますので、こちらにも注目してみ
てくださいね。 議会だより編集委員会一同

の は議員議員 寄付寄付 禁止禁止されています

  

  

  

　議員は、公職選挙法により、選挙区内でお中元やお歳暮、ご祝儀を出すことや、年賀状やあいさつ状を出す
ことが禁止されています。（答礼のための自筆によるものは除きます。）
　また、有権者が議員に対して寄付を求めることも禁止されています。市民の皆さまのご理解をお願いします。

→できません。また、町内の会合に議員が飲み物を差し入れたりすることも寄付に該当します。

町内会の役員がお祭りの寄付を集める場合、町内の議員にも寄付をお願いできる
か。

会費制ではない町内会の忘年会や新年会などに招待されたとき、提供される飲食物
に見合う実費相当額を支払うことができるか。

→会費相当額は、実質的には「会費」ではないため、寄付に該当します。
（定められた「会費」を支払うことは寄付には該当しません。）

ご存知ですか
？

11月定例会のお知らせ
11／25（水）� 本会議（議案審議）
12／3(木)・4(金)・7(月）・8(火)
� 本会議（一般質問）
� （９（水）（一般質問予備日））
12／11(金)� 本会議（議案審議）

いずれの日も午後１時からの開会予定です。
日程は変更になる場合があります。
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